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る．入院ベッド数 300 床前後の地域の中核病院のうち，3 病院（予備調査 2 病院，学習効果の検証 1









































院が 2年目 3名，3年目 7名の合計 10名，B病院が 2年目 6名，3年目 2名の合計 8名であった. PFMT
の指導の経験率は A 病院 40％，B 病院 0％と低く，プログラムの内容が対象者にとって妥当であるこ








Ⅵ PFMT指導技術教育プログラムの学習効果の検証  









頼性は確認できた．総合得点の中央値は学習前が 19.2点（得点率 26.7％），学習後が 70.4点（同 97.8％）
と有意に学習後が高く（ｐ＜0.01），下位目標においても有意差が認められた．到達率は，学習前 0％






































































学習後 9名（同 100％）であり，全員が到達した. さらに，S-P表により，異質性の高い対象者に
対しても，同様の教育効果が認められた. 
２．精神運動領域の総合得点の中央値は学習前 19.2点（得点率 26.7％），学習後 70.4点（同 97.8％）
であり，有意に差が認められた（ｐ＜0.01）.また，精神運動領域の到達基準（80％の得点率）に




































































 続いて「3. PFMT 指導技術教育プログラムの学習効果の検証」では、予備調査を経て完成させたプ
ログラムを、C 病院の一般病棟に勤務する 2、3 年目の看護師 10 名を対象に実施し、学習効果の検証
が行われている。学習効果の分析では、認知領域、精神運動領域、情意領域ごとに行い、プログラム評
価は Crehan の妥当性指数（橋本，2002）を算出し、学習者の個別分析は S-P 表（佐藤，1999）を使









公開最終試験では、審査委員から SSM 理論を用いた他領域の研究成果について、開発した PFMT
指導技術教育プログラムの汎用化に対する課題について、プログラムを適切に実施するための指導者の
育成に対する課題についてなどの質問がなされ、それに対して適切に回答されている。また今回の研究
では、指導技術を患者に実施したデータの収集がなされなかったことに対する考えを問われ、今後は今
回開発したプログラムで指導技術を修得した看護師を対象に、患者への実施状況についてデータ収集・
分析し、さらに研究を発展させていきたいと課題が語られた。 
 副論文として提出された「骨盤底筋運動教室に参加した女性の排尿症状と生活習慣の関係ならびに相
談希望（女性心身医学，18巻 2号，234-247，2013.）」と「切迫性尿失禁をもつ外来患者のためのコー
チングを用いた自己管理指導プログラムの短期的評価（日本看護技術学会誌，12巻 3号，40-49，2014）」
の 2報は、本論文に関連する内容であり研究プロセス、必要なデータ収集、分析手法が適切になされ、
論旨も一貫している論文であると評価した。 
 以上のことより、本学位審査委員会は、提出された本論文が愛知県立大学大学院看護学研究科博士後
期課程の学位に関する内規第 16条 2項の審査基準を満たしており、看護学領域における実践・研究の
発展に寄与する学術上価値ある論文であり、論文提出者である高植氏が看護専門領域における十分な学
識と研究者としての能力を有するものであると確認をしたので、博士（看護学）の学位を授与するに値
するものと全員一致で判断した。 
 
